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発刊のことば

このたび，当町の国分川迎触にあるカジヤパ古墳の調査報告

書を刊行するはとびとなりました。

当古墳は，昭和48年頃の道路改良工事の際，破壊されていた

もので，その安否が気づかわれておりました。

今回，再度の道路改良工事が計画され，緊急発掘調査を実施

したものです。

当初の予測と違って，墳丘乙そ半壊状態でしたが，石室は 4

分の 3，羨道にいたっては未盗掘の状態で残存しており，関係

者として，胸をなでおろした次第です。

61年10月に発掘調査， 62年 3月に 5m北側に移築復原工事，

63年 3月に環境整備工事と，ひととおりの形をととのえるとと

ができ，関係者一同大変喜んでおります。今後とも町内に残さ

れている数多くの文化財の保護，顕彰に鋭意取り組んでまいり

たいと考えております。

最後になりましたが，本調査，移築復原工事等の諸般にわた

ってど指導賜わった県文化財保護審議会委員石丸太郎氏，県文

化課主任文化財保護主事副島和明氏，県文化課文化財研究員本

田秀樹氏に深甚の謝意を表したいと思います。

昭和63年 3月31日

芦辺町教育長



例目

1. 本書は壱岐郡芦辺町国分川迎触字平原 311番地に所在するカジヤパ古

墳の緊急発掘調査の結果報告書である。

2. 調査の事業主体は芦辺町教育委員会，調査担当は長踊県教育委員会が

行った。

3. 調査期間は昭和61年10月13日~昭和61年11月4日 (23日間)まで実施

した。

4. 調査関係者

芦辺町教育委員会 野元茂生 教育長

高田 i専 前教育長，現助役

長 嶋 邦 昭 教育次長

榎本投寛 学校教育係長

原因登志子 学校教育係

(調査担当〉 田口日生雄 社会教育主事

川 上 豊 次 社会教育主事補

浦 川 巧 社会教育主事

長崎県教育庁文化課 田川 肇 調査係長

(調査担当〉 副島和明 主任文化財保護主事

11 本田秀樹 文化財研究員

調 査 指 導 石丸太郎 県文化財保護審議会委員

調査協力者 佐々木正祷 (移築復原地の所有者)

5. 本書は分担執筆した。

1. Vを副島が， 1I・ E・町を本田が執筆した。

(巻頭写真の写真撮影は藤田和裕主任文化財保護主事が行った)

6. 本書の編集は副島，本田による。
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開--

I 調査に至る経過

壱岐島のほぼ中央部分で芦辺町と勝本町の町境付近には，亀右・布気・百合畑・山の神・百

田頭・釜蓋・京塚山古墳群が形成され， 中でも双六古墳(前方後円墳)， 鬼の窟古墳(矢檀古

墳・県指定史跡)， 笹塚， 兵瀬古墳などの横穴式石室を有する大きな古墳や島分寺跡，壱岐氏
(註 1)

居館跡等遺跡が集中する地域である。

乙の地域l乙含まれ， 芦辺町内に国片主神社付近から住吉神社付近の国道382号線に接続する

町道川迎線が走っている。

当該道路の改良工事(住吉後~国分川迎地区)が計画され，カジヤパ古墳の立地する丘陵部

分を残し一部着工されていた。当古墳は昭和48年に改良工事が行われた際に，墳正および石室

の一部が破壊され，道路断面に石材が露出している状況であった。

遺跡の取扱いについて町建設課，町教育委員会，県教育委員会の 3者で協議を行い，昭和61

年10月に現地踏査を実施した。その後に設計変更等の協議を重ねたが，すでに道路工事も古墳

の周囲を残し，近くまで進行した状況であったので，記録保存処置を実施することになった。

昭和61年10月13日~昭和61年11月4日 (23日間)まで，町教育委員会が調査主体で，発掘調

査を県教育庁文化課が担当して実施した。

また，発掘調査の段階で石室の一部は破壊されていたが，ほぼ現形を維持し，石室と羨道部

分の境は閉塞された状態で検出されたので，町教育委員会は調査後に移築復原作業を実施する

ととlとなっ 7こ。

昭和62年 3月23日~昭和62年 3月27日(5日間)まで，約 5m程北側lζ移築復原を実施した。

註1 長崎県教育委員会『長崎県遺跡地図J長崎県文化財調査報告書第87集 1987 

l 
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E 遺跡の地理的・歴史的環境

壱岐はその昔「広さ三百里平方ばかり，竹林・叢林多く，三千ばかりの家あり。やや田地あ

り， 白を耕せども， なお食するに足らず，また南北に市薙す。」と『貌志倭人伝』に記された

島である。当時の壱岐の環境を端的に書き表わすのに，これほど適切な文章はない。対馬と共

に九州と朝鮮半島の間に位置し，古くから大陸文化伝播の重要な役割を担ってきた。

東西約151叫南北約17km，面積約140kn1のこの島も，今では行政的に郷ノ浦，勝本，石田，芦

辺の 4町i乙分かれ，人口約 4万人にのぼる。海路と空路で福岡，佐賀，長崎と結ばれ，人的・

物的交流の窓口は九州l本土へ向いている。かつての歴史的役割は，そこには余り感じとれない。

島の地形は，大半が標高100m前後， 丘陵牲の低平な溶岩台地で， 最も高い岳ノ辻でも標高

213mを測るにすぎない。島の基盤は第三紀層で， その表面は玄武岩で覆われる。当古墳の所

在する国分地区は，アルカリ長石に富む玄武岩溶岩地帯である。島の北部は石英玄武岩が多く

灰色を呈した敏密で板状の大きな岩塊は，古墳等lと利用されている。壱岐に古墳が多いのも，

ζ のような石材の供給源を近くに持っているという所以かもしれない。

カジヤパ古墳は島の中央部からやや北側寄りに位置し，芦辺町内でも西の方にあたる。当古

墳の北約350mを県道湯本~芦辺線が走り，今田調査の契機となった町道川辺線は， 南西に下

って郷ノ浦，勝本聞を結ぶ国道382号線へとつながる。
〔註 1)

壱l技全島での遺跡数は，現在447を数える。芦辺町内では101ケ所の遺跡が確認されている。

では，以下壱岐島内の主な遺跡を，各時代ごとに概観してみよう。
(註2) (註3)

先土器時代の遺跡は数が少ない。興触遺跡，原の辻遺跡(芦辺・石田町〕でナイフ形石器・

台形石器・細石刃・

細石核などが採集さ

れている他，カラカ

ミ憲民(勝本町〉の

国柳地区でも，細石

核の採集が知られて

いる程度である。

縄文時代では，前

・中期の土器を出土
(註り

した松崎遺跡(勝本
(註6)

町)や，名切遺跡・
(註7)

鎌崎遺跡(郷ノ浦町〉

などが挙げられよう。

名切遺跡は，中・後
①
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期の土器を中心l乙，貯蔵穴や多数の漁撹遺物・晩期の磨研浅鉢土器や突帯文土器が出土してい

る。また鎌崎遺跡は，後期を中心に，石斧・スクレイパーなどの石器類が出土する。
(註 8) (註日〕

弥生時代では，何といっても原の辻遺跡(芦辺・石田町)とカラカミ遺跡(勝本町〉に代表

されよう。原の辻遺跡は，これまで数度にわたって調査が行われ，弥生中・後期の遺跡として

広く知られている。幡鉾川よりも一段高い段丘上に立地し，周囲には島内最大の沖積平野もひ

かえている。遺構では，竪穴式住居跡やV字溝等の集落遺構と，聾棺墓・石棺墓といった墓域

とが併存しており，大規模集落の存在がうかがえる。また遺物でも，多数の中・後期土器に加

え，向質土器や貨泉，戦国式銅剣や漠式鏡といった中国・朝鮮系のものが出土するなど，大陸

文化の窓口の一つであったととを示している。一方，カラカミ遺跡は，刈田院川に南面する標

高70-80mの丘陵上に立地し，平野部の原の辻遺跡とは好対照をなす。近年の調査によって，

大溝状遺構や皇室棺墓等の遺構の存在が，断片的iこではあるが明らかになった。大量の中・後期

土器を中心に，陶質土器・青銅器・鉄器・骨角器・卜骨など，豊富な遺物の出土する遺跡とし

て知られている。

3 
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(註10) (註11) (註12)

現在確認されているだけでも 263基。かつては， 338基とも， 283 壱!技島内の古墳の数は，
〔註13)

基， 296基とも言われており， その数を正確に把握するのは今日でも難しい。芦辺町内には72

その大半がここ国分本村触周辺に集中する。
(註14)

5世紀代の古墳では，俵山古墳，大塚山古墳(芦辺町〉がある。どちらも，原の辻遺跡を眼

下に臨める丘陵頂部に立地する。俵山古墳は竪穴式石室，大塚山古墳は竪穴系横口式石室を内

部主体にもつO

山ノ神古墳群 (91~6・7世紀代になると，古墳の数は圧倒的に増加する。芦辺町内では，

釜蓋古墳群 (107~113)，京塚山古墳群 (123~129) など 40基95)，百田頭古墳群 (99~106)， 

それと隣接する勝本町立石カジヤパ古墳もその一角を占める。また，余りが国分地区にあり，

東，布気，百合畑地区にも，亀石古墳群 (61 ・ 64 ・ 67 ・ 68 ・ 72) ，布気古墳群 (27~34)，百合

などが挙げられる。 ζ こで壱岐全体の， 1/3強の古墳が集中することにな畑古墳群 (36~58)

る。

周辺の代表的な古墳を紹介すると，芦辺町の鬼の窟古墳 (9わがまず第一に思い浮かぶ。壱

高さ15mを測る。内部主体は，玄室と 3つ岐最大規模の円墳で，墳丘は東西51m，南北53m，

ドーム状に石積みされの前室からなる横穴式石室で，総全長は約16m。玄室は広さ 3m四方，

兵瀬古墳 (98)も墳丘径ζ の他，7世紀前後の古墳であろう。た天井部までは 3.4mある。

34m，高さ 8mをmUる大きな円墳である。内部主体は横穴式石室で，玄室と 2つの前室からな

笹塚古墳 (59)，掛木古墳 (25)が代表る。石室全長は約12m，玄室高は2.7m。勝本町では，

的である。笹塚古墳は，鬼の窟古墳に次ぐ規模をもっ円墳で，墳正径40m，高さ13mを測る。

板石を四壁に組んだ石橋があ玄室には，全長14.8m。内部主体に玄室と 2つの前室をもち，

3室に分かれた横穴式石室をもっ。石室全る。掛木古墳は，径15m，高さ 4mを測る円墳で，

凝灰岩製の割抜式家形石棺がある。

一方，前方後円墳は国分周辺地区で 9基を数え，中でも有名なのが双六古墳 (65) と対馬塚

古墳 (79)である。双六古墳は，全長77m，前方部最大幅27m，後円部高 5mを測り， 壱岐島

6世紀末から 7世玄室と細長い複室をもっO内最大の古墳である。内部主体は横穴式石室で，

紀前半の時期が考えられている。対馬塚古墳は，全長54m，後円部高 6mで，後円部が高く前

方部が低い前期古墳の様相を呈する。後円部に盗掘拡はあるが，棺材は露出しておらず，竪穴

式石室の可能性もある。出土遺物は明確ではない。との他，百田頭 5号墳 (103)は舟の線刻，

山ノ神 5号墳 (95)は同心円文の線刻をもっ古墳として特異である。

古墳時代以降の遺跡では， 大谷第一・第二・第三遺跡 (117・116・120)や月読神社前遺跡

たたら遺構未調査のため詳細不明。館遺跡 (119)では，などの遺物包含地があるが，(118) 

壱岐国分寺跡 (122)であろう。これまで「国分」の地名特筆すべきは，が確認されている。

内容については殆ど不明な状態でと礎石・古瓦の出土等から，場所は推定されていたものの，
(註15)

昭和62年度の第一次確認調査で，

立
与

33jzA

一辺が6.6m四方の塔?基壇を検出。出土
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しかし，あった。

基の古墳を数え，

長は12.3m。玄室内には，



した12，000点による瓦片の中からは，平城宮造営の際に使用されたものと同型式の軒丸瓦が見

つかった。 ζれによると， 8世紀初頭頃の時期が考えられ，国分寺建立の詔以前にさかのぼる
(註16)

資料として興味深い。当時の豪族，壱岐直の氏寺を国分寺に充てたとする古記録、を，裏付ける

ものとも言えるだろう。

以上，概述してきたことをまとめると，大方次のようになろう。弥生時代に，原の辻・カラ

カミと二大地域に集中した遺跡は，急速に衰退しつつも，古墳時代前半頃まで名残りをとどめ

る。その後，次第に国分地区へ文化の中心が移動し，やがては壱岐の政治的中枢へと発達して

いくことになる。カジヤパ古墳周辺は，壱岐の後期古墳文化の中心地であり，乙の地l乙居館を

構えたとされる壱岐直等，豪族とも縁の深い土地である。古墳の集中は，これらと全く切り離

しては考え難く，今後の検討課題として残るであろう。

註 1 r長崎県遺跡地図』長崎県文化財調査報告書第87集長崎県教育委員会 1986

2 藤田和裕編『原の辻遺跡J長崎県文化財報告書第26集長崎県教育委員会 1976

3 水野精一，岡崎敬編「壱岐原の辻弥生式遺跡調査概報Jr対馬の自然と文化Jl1959 

藤田和裕編「原の辻遺跡』長崎県文化財調査報告書第31集 長崎県教育委員会 1977

4 正林護，宮崎貴夫編『カラカミ遺跡』勝本町文化財調査報告書第3集勝本町教育委員会 1985

5 r松崎遺跡試掘調査概要報告」勝本町教育委員会 1979

6 安楽勉，藤田和裕編「名切遺跡」長崎県文化財調査報告書第71集長崎県教育委員会 1985

7 田中良之，横山煩「壱妓・鎌崎海岸遺跡についてJr九州考古学JlNo. 54 九州考古学会 1979

8 註2，註3文献と同じ。乙の他， r原の辻遺跡』長崎県文化財調査報告書第37集 1978

9 註4文献と同じ。

10 註1文献と同じ。

11 r壱岐国続風土記Jl1742 (寛保2年)

12 r壱岐郷土史JI1721 (享保 6年)

13 r未完甲子夜話」

14 副島和明編『大塚山古墳』芦辺町文化財調査報告書第2集芦辺町教育委員会 1987

15 昭和63年度にわたって調査継続。報告書未刊。文化課・高野晋司氏より御教示。

16 r延喜式』玄審寮に「壱波島直氏寺，為烏分寺，置僧五口Jの記載がみえる。
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表 1 遺跡地名表①

番号 遺 跡 名 所 在 地 種 別 時 代 遺 構 遺 キ却 備 考

1 日影 l 号墳 勝本町本宮南触字自影 古墳 古墳 ぐ註1>

2 H 2 号漬 H H H H H く註1>

3 H 3 号墳 ノノ Jノ H H H <註 1>

4 H 4 号墳 H H ノ/ ノノ H <註 1>

5 H 5 号墳 H ノノ H ノノ H <註1>
積石塚日基，円墳2基

6 H 6 号墳 H H H ノノ H <註 1>
竪穴式石室3基

7 ノノ 7 号墳 H H H H H <註 1>

8 H 8 号墳 H H H H H <註1>

9 H 9 号墳 ノノ H ノノ H ノf く註 1>

10 H 10 号墳 H H ノノ H H <註1>

11 H 11 号墳 ノノ H ノノ ノノ H く註1>

12 H 12 号墳 H ノノ ノノ H H 円墳(径6.5m 高102m) <註 1>

13 ノノ 13 号墳 H H ノノ H ノ/ 円墳(径5.0m 高1.0田) <註1>

14 I 11 14 号墳 H ノノ H H /ノ (径3.0皿高0.7m)竪穴式石室ワ(1.9mXO.5m) く註 1>

15 H 15 号墳 H H H H /ノ (径4.0m 高0.7m) <註 1>

16 H 16 号墳 ノノ H H H H 円墳〔径3.4m 高0.5m) <註1>

17 ノ/ 17 号墳 H H ノノ H H 円墳(径12.0m 高105m)箱式石棺 <註 1>

18 I 11 18 号墳 H H ノノ H ノ/ 円墳(径5.0血高0.5m) <註 1>

19平田 古 墳 グ ノノ 字鳥越 H H 封土なし石室のみ残る <註 2>

20鳥 井神社古墳 11 11 fノ H Jノ 箱式石橋直万管玉須恵器青銅2 人骨 <註3>

21水ノ 元 1号墳 H 布気触字水ノ元 Jノ H 円墳(径10.0皿高2.0m) 横穴式石室(玄室2.0mX1.9m) <註1>

22 ノノ 2号墳 H ノ〆 H H H 小さな墳丘が痕跡的に残る <註 1>

23明神山 1号墳 H H 字明神 Jノ H 円墳(径8.0m 高105m)霊穴式石室? 大半は崩壊 く註 1>

24 H 2号墳 ノノ H ノ/ H H 円墳(高4.0m)横穴式二石室(玄室2.4皿X1.3m 全長6.0m) <註1>

25掛木古墳 H グ 字掛木 ノノ ノノ 円墳(径1害5抜0皿式家高形4石0槽mあ)横穴式石室(全長12.3m)
玄室には り <註1>

26道 元古墳 H H 字中尾 H H 横円壌穴式(径石2室5.0m 品5.0m)
(玄室3.3mx3.0皿全長l1.1m) <註1>

27布気古墳群 l号墳 H H ノノ H H (高105m)横穴式石室半壊石室の一部が残る く註 1>

28 ノノ 2号墳 H H H H H 横円墳穴式(石径室130(m玄室高115m) 
65mX1.9m 全長5.0m)線刻? く註 1>

29 H 3号墳 H H H H H (径2.5m 高100m) <註1>

30 H 4号墳 ノノ H H ノノ H 積石塚 <詮 1>

31 H 5号墳 Jノ H H H H 円墳〔径12.0m 高1.0血)横穴式石室 <註1>

32 H 6号墳 ノノ H H H H 横穴式〔径石1室70(m玄室高1815m) 
mX1.0m 全長3.2皿)

〈註 1>

33 H 7号墳 H ノ/ H H H 横穴式石室(玄室1.9mX1.4m) <註1>

34 H 8号墳 H H ノノ H ノ/ 墳丘四大半は削られ，石室はなくなっている

35大清水池遺跡 H グ 字原野田・森尻 包含地 古・奈 奈良時代の製壌土器，気恵器 く註4>

36百合畑古墳群1号墳 グ百合畑触 古 墳 古 墳 前方後円墳(長25.0皿高5.0血) <註1>

37 H 2号墳 H H H H 円墳(径7.0国高1.5皿) <註1>

38 H 3号墳 H H H H 前方後円墳? (長13.0血高2.5血) <註 1>

39 H 4号墳 H H H H 封土なし(高0.5m)横穴式石室(玄室1.6mX1.3m 全長5.0皿)<註1>

7 
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表2 遺跡地名表②

番号 選 跡 名 所 在 地 種別 時代 遺 構 遊 物 備

40百合畑古墳群5号墳 勝本町百合畑 古墳 古墳 円墳つ(径10.0皿高2.0m)横穴式石室(玄室1.4mX1.6皿) <註 1>

41 N 6号墳 N N ノf N 円墳(径10.0m 高4.0m)横穴式石室 <註 1>

42 N 7号墳 N N N N 円墳(高3.0阻〕横穴式石室(玄室2.2田X1.9m 全長3.7m) <註1>

43 N 8号墳 N ノノ N N 円墳(高3.0田)横穴式石室(全長5.0m) <註 1>

44 N 9号墳 ノノ N ノノ N 円墳(径8.0m 高1.5m) <註1>

45 fノ 10号墳 N /ノ N ノノ 須恵器(横瓶〕出土? <註1>

46 ノf 11号墳 N Jノ N N 円墳(径10.0m 高2.0m)横穴式石室 <註1>

47 ノノ 12号墳 N N ノノ N 円墳(径5.0田高1.0m)竪穴式石室? く註1>

48 Jノ 13号墳 N ノノ Jノ N 横円墳穴式(石径室15.0m玄室高1850田)
(2;~J.8m X1.8m 全長5.3皿)

<註1>

49 N 14号墳 N N N N 円墳(径10.0m 高2.0田)横穴式石室 <註1>

50 N 15号壌 N N N N 前方後円墳? (長10.0m 高2.0m) く設 1>

51 N 16号墳 fノ N ノノ Jノ 前方後円墳? (長18.0m 高2.0m) <註1>

52 N 17号墳 N N Jノ N 円墳(径6.0m 高1.0m)横穴式石室 く設1>

53 N 18号墳 fノ N N Jノ 円墳横穴式石室〔玄室2.1mX2.1m 全長7.5m) <註 1>

54 Jノ 19号墳 N N N N 円墳 <註1>

55 N 2日号墳 N N N N 前方後円墳(長26.0m) <註 1>

56 ノノ 21号墳 N Jノ N N 円墳(径5.0皿高1.0田) 〈註1>

57 ノノ 22号墳 ノ， N N fノ 円墳(径5.0m 高2.0皿〕 <註1>

58 ノノ 23号墳 N N ノノ ノf 横円墳穴式(径石6室.0血(玄室高2300m血×)15m 全長4.2m) <註1>

59笹塚 古 墳 N グ字 笹塚 N ノノ 横円墳穴式〔径石4室O.Om 晶 13.0皿〕
(全長15.0m)前室・中室・後室に分れる <註1>

60城山 1 号墳 N H 字域山 N N 円墳(径10.0皿〕横穴式右室(全長1.5m) <註1:>

61亀石 9 号墳 N が字笹塚 N N 横円墳穴式(径石20.0田玄室両250m) 
室(2;~2.5mX 1. 9m 全長5.0皿〕 <註1>

62双塚 1 号墳 N 立石東触字双塚 N /ノ 円墳(高5.0m)横穴式石室(玄室2.9mX2.1回 全長8.36m) <註1>

63 N 2 号墳 ノノ F ノノ N N 横円墳穴式(径石6室2血(玄室高2580mm×〕22m 全長8.2m) く註1>

64亀石 8 号墳 ノ/ N ノ/ N ノノ 封土なし <註1>1

65双 六 古 墳 M N 字双六 ノ/ N 前横方穴後式円石墳室(全全長長71700m 前方部最大幅27.0m 後円部品5.0皿〕 く註1>
(:!E1i>:10.9m) 

66人 羅 古 墳 N ノノ 字二塚 N N 横円墳穴式(径石室27.0m玄室両365m) 
(2;~3.0mX2.3m 全長9.0m) <註1>

67亀石 4 号墳 Jノ ノ/ 字茶屋元 ι， ιり， 円墳(径10.0m 高2.5m)横穴式石室(玄室1.6血X?血〕 <註t>I

68 I 1/ 5 号墳 N N Jノ N N 円墳(高2.0m)石室は崩壊 <註 1>

69高峰遺跡 N N 字大石 包含地 弥・古 弥生土器土師器黒曜石剥片磨製石斧

70高 峰 古 墳 F N ノr 古墳 古墳 小円墳玉1(径8.0m 高5.0阻)箱式石棺勾玉1 碧玉製管玉 臼玉1く註 1>

71大 石 古 墳 N ノノ ε， Jノ N 封土なし石室の一部か残る 金環 く註1>

72亀石 1 号墳 N N N N N 円墳(径10.0m 高2.0m)半分削られる <註 1>

73若宮神社古墳 H 立石仲触字立石 ノ/ N 円墳箱式石棺鎧(短甲)直万土器人骨 く註3・4>

74一本松古墳 N ノ ノ ノノ N 横穴式石室(玄室2.0mX1.75m 全長5.2m)石室のみ残る く註 1>

75立 石 2 号墳 N ，ノ ノノ N N 円墳(径4.5m)横穴式石室(玄室ワ mX1.3m)半壊 <註1>

76 I 11 1 号墳 ノノ Jノ N N N 円墳(径17.0m 高3.0m)横穴式石室〔玄室?mX3.3m)半壊 <註 1>

77布代 2 号 墳 N N 字布代 ノノ N 円境横穴式石室石室不明削平 く註1>

78 I /1 1 号墳 /ノ Jノ N fノ N 円墳〔径10.0m 高5.0m)横穴式石室 (2.6mX2.3m 全長9.4m)<註1>

- 8一
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表 3 遺跡地名表③

番号 遺 跡 名 所 在 地 種別 時代 遺 構 遺 物 備 考

79 対馬塚古墳 勝本町立石東蝕字国柳 古 墳 古墳 前方後円墳(全長54.0m 後円部高6.0m)竪穴式石室? く註 1>

80 匹合古墳 H 立石仲触字立石 ノノ " 円墳墳丘が残る く註4>

81 牛神遺跡 ノノ 立石東触字国柳 墳 墓 弥生 蜜棺箱式 石棺 <註 4>

82 国柳遺跡 " " " " 先~古 細石刃核 剥片銭骨角器散右翠棺弥生土器須恵器石鍋<註4ツ

83 カラカミ遺跡 ノ/字カラカミ・国柳 包含地 弥生
護骨棺角器V字溝 弥 生 土 器 気 恵 器 土 師 器 陶 質 土 器 鍋 鎖

<註 5>

84 小場遺跡 " 立石仲触字鯨伏 墳墓 ノノ 蜜棺箱式 石棺 <註4>

85 経ノ辻遺跡 ノノ H 字椿多 包含地 " V字溝弥生土器 <註 5>

86 下松 2 号壌 芦辺町住吉後蝕下松 古墳 古 墳 円墳(径10.0m 高2.0皿)横穴式石室半壊 <註 1>

87 " 1 号墳 ノ/ " " /ノ " 円墳〔径15.0皿高5.0m)石室は羨道白み残る く註 1>

88柴取神辻 2号墳 H 国分本村触字仮塚国分 " " 円墳(径15.0m 高4.0m)ゴルフ場建設のため完全消滅 く註 1>

89 " 4号墳 " " " " " 円墳(径9.0m 高2.0m)横穴式石室(玄室1.4皿X1m) <註 1>

90山ノ神古墳 " " ノノ " " 横円墳穴式(径石室10.0m 高2.6m)
(玄室2.8mX2.2m 全長6.0m)ほぼ原形 <註 1>

91山ノ神 1号墳 ノノ ノノ 字京塚国分 " " 前横方穴後式石円室墳 (玄玄室室2の2み皿残×る1.8m 全長4.6m) <註 1>

92 ノノ 2号墳 " " " " ノノ 横穴式(石径8室Om 2.0m) 
(玄室2.4mX1.8m)道路で半壊

く註 1>

93 " 3号墳 " " 字仮塚 Jノ f 横円墳穴式(径石1室O.Om 両1.5m)
(玄室2.4mX1.5皿単室構渇)倉庫で半壊

く註 1>

94 " 4号墳 " ノノ " 
ι， 

" 円墳(径3.8m 高1.7m)崩壊している く註 1>

95 fノ 5 号墳 " ノ/ " " " 円墳(径4.7m 高0.7m)横穴式石室 <註 1>

96小オニヤ古墳 " " ι， /ノ 大部分壊滅 <註 1>

97鬼白窟古墳 " " " " 横円墳穴式(径石5室3.0m玄室晶3150m) 
C5';:.g3.0m X2.6皿金長16.0m)壱岐最大墳

<註 1>

98兵瀬古墳 " " 字兵瀬 " " 
円墳(径34.0m室両28.0m〕
横穴式石室(玄 9mX2.4m 全長12.0皿)周溝あり

<註1・4>

99吉田頭 1号墳 " " " " " 円墳(径6.0m 高1.0m) <註 1>

I∞ " 2号墳 " " " F " 円墳(径12.0血高4.0m) く註 1>

101 " 3号墳 M Jι " " 円墳〔径6.0m 高1.5m)半壊 <註 1>

102 " 4号墳 " 
M 字国分 " " 円墳(径6.0血高1.5m)横穴式石室(玄室 1mX1.6m)半壊 く註 1>

103 ノノ 5号墳 " Jι 仮塚国分 " を， 横円墳穴式(径石室10.0m玄室両250m) 
C5';:.g2.9m X2.0m 全長6.3m)舟の線列

く註 1>

104 " 6号墳 ノノ " ノノ " ιリ 横円墳穴式(径石室10.0m 両3.0m)
(玄室2.4mX1.8m 全長5.0m)ほぽ完全

<註 1>

105 ノノ 7号墳 " " " " " 円墳 1C高3.0m)小さな石で構築(ドーム状) く註 1>

106 "・ 8 号墳 ノ/ " " ノノ 低平な封土竪穴式石室ワ <註 1>

107 釜蓋 1 号墳 11 11 字釜蓋国分 " " 横穴式石室(玄室1.9mX1.7m 全長3.7m) <註 1>

108 ノノ 2 号墳 11 11 字兵瀬国分 " " 円墳(径14.0m 高6.0m)封土%消失 <註 1>

109 " 3 号墳 11 11 " ノノ 横河墳穴式(石径室6.0m 高3.0m)
(玄室2.25mX1.9m 全長4.6m)匁恵器出土

く註 1>

110 " 4 号墳 H 字国分 〆J M 円墳(径10.0m 高4.0m)横穴式石室 <註 1>

111 ノ/ 5 号墳 11 /1 字兵瀬 " " 円墳(径15.0m 高6.0m)両方削平 <註 1>

112 " 6 号墳 11 11 グ国分 ノノ M 横円墳穴式(径石室6.0m 両2.0m)
(玄室2.0皿X1.85m 全長6.3m) <註 1>

113 " 7 号境 1/ 11 " " " 円墳墳丘半分消失，横穴式石室半分壊滅 く註 1>

114 通触遺跡 ノ/ 中野郷通触 包含地 弥・古 弥生土器君主恵器石斧黒曜石近世陶磁器 <設4>

115 ムギカミ神社古墳 " グ西触 古墳 古墳 円墳? 横穴式石室天井石露出半壊状態 <註 1>

116 大谷第 2遺跡 H 国分東触 包含地 弥・古 弥生土器土姉器須恵器

117 H 第 I 遺跡 " " " M 弥生土器土師器須康器

9 
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表4 遺跡地名表④

番号 遺 跡 名 所 在 地 種別 時代 遮 構 遺 物 備 考

118 月 読 神 社 前 遺 跡 芦辺町園出子東触 包含地 弥・古 弥生土器土師器主主恵器青磁

119館 遺 跡 H 国分本村触字館山 N 古・奈 たたら遺構土師器鉄片 <註6>

120 大谷第 3遺跡 N N N N 古・鎌 黒曜石原石弥生土器土師器須恵器高麗青磁鉄

121 壱岐氏居館跡 グ 国分国片主神社敷地 館跡 奈・平 空堀土塁

122 壱岐国分寺跡 ρ 国分本村触 寺跡 N 塔 基 壇 礎 石 瓦 調 め 軒 丸 瓦 軒 平 瓦 布 目 瓦 等 <註7>

123 京塚山 1号墳 N N 国分 古墳 古墳 円墳(径5.0m 高2.0m)横穴式石室 <註1>1

124 N 2号墳 N N N M 石材一(径部2露0出mX両0.5m)封土僅かに残存竪穴式石室 <註1>

125 N 3号墳 ノノ N 国防 N ノノ (高106m)竪穴式石室 (103mXO.4m) <註1>

126 N 4号墳 N ノノ N ノノ N 円墳(径.7.0m 高5.0m)石室の一部が露出 <註1>

127 N 5号墳 N N N N 封土なし竪穴式石室? <註 1>

128 N 6号墳 N ノf N N (径3.0m 高0.5m)封土僅かに残る横穴式石室半壊 <註1>

129 N 7号墳 N N N N 円墳(径3.0m 高105m)竪穴式石室 <註1>

130 小原 1 号墳 N 国分川迎蝕 N N 円墳(高4.0m)横穴式石室(玄室2.2mX?田)石室が見えている<註 1>

131 N 2 号境 N N N N 円墳半壊

132 カジヤパ古墳 N N N N 横円墳穴式(石径室1100m室高1614m) 
(玄 mX2.4m 全長4.2m)木棺本報告書掲載

133 大原 3 号墳 N N 字大原 N N 墳丘は残存しない 天井石・側石が露出

134 平原 3 号壌 Jノ N ノノ ノノ N 墳丘・石室とも半壊石室内から土師器椀出土

135 大原 2 号 墳 N N N N ノノ 墳丘は残存しない 天井石・側石が露出

136 N 1 号墳 N N M N N 墳丘は残存しない 一部を削平されているが，石室はほぼ完全

137 長野 古 墳 N 住吉東触長野上 N N 境横丘穴東式側石室の 部を自l浮 墳丘長10.0m
(玄室2.1皿 X1.5m)天井石が落下

遺跡地名表註

註1 松永泰彦「壱岐島北部における古墳の現状Jr壱岐』第15号壱岐史蹟顕彰会 1981

2 r勝本町文イじ財地図J1978 

3 小田富士雄「対馬・壱岐の古墳文化Jr東アジア世界における日本古代史講座』第2巻

4 r長崎県遺跡地名表』長崎県文化財調査報告書第1集長崎県教育委員会 1962

5 rカラカミ遺跡」勝本町文化財調室報告書第3集勝本町教育委員会 1984

6 昭和51年の九州大学の調査による。

7 昭和62年度長i崎県文化課が行った第1次範囲確認調査による。文化課高野晋司氏より御教示。

- 10一
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直調 査

1.墳丘(第 5~7 図，図版 1 ・ 2)

カジヤパ古墳は，壱l技特有の低平でなだらかな玄武岩正陸上に立地し，標高は110mを測る。

周辺は島内でも有数の古墳密集地帯で，当古墳もその一角に位置する。調査前，一帯は竹林で

あったが，度重なる耕地整理のおかげで，今ではすっかり様相も変わってきている。特に西側

では，現地表面から30~50cmも削平され，畑地と化している。また，東側はミカン畑用のポン

プ小屋や水摺が作られ，古墳近くまで迫っている。北側の雑木林にかけての部分がかろうじて

大きな破壊をまぬがれているといった程度か。 ζ の中には径約10m，高さ約1.5mの高まりがあ

って，古墳かと思われる。かつては群集していたのであろう。一方，南側は町道建設工事のた

¥ 

。
第 5図壌丘実測図(左:調査前，右:調査後) (1/200) 
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崖面には石室が露出するという惨J際たる状態であった。乙のような悪条件が重なり，当墳の墳

裾は大小の掘削，撹乱等著しく，原形をとどめるには至っていない。実際の調査でも周溝は検

め，幅約1・5m，高さ約 5mにわたって丘陵が大きく切断されている。それに伴い墳丘も半裁，

かなりの部分に削平が及んでいたことがそのまわりの盛土を残して，内部主体と，出されず，

知られるのみである。また，墳丘の頂部でも 1枚の天井石が玄室内部へ落ち込み，土砂と一緒

に埋もれていた。墳正東側にも天井石と思われる大石は点在し，早くから削平は受けていたの

であろう。工事による半壊を被る以前から当墳は崩壊の危機にあったと言える。あえて墳正

高さ 3m前後lこなろうか。
規模を復原するなら，残存する部分から判断して，径11m前後，

多fく/

l
t

、1
1
c
v
ω
H
r
f
r

5m 。

(1/100) 図面
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平室右第 6図
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周囲の等高線から察すると，地形は緩やかに西側への傾斜を示す。古墳の石室はそれと直交

する形で構築されているため，若干の地山整形は必要であったかもしれない。今では明確には

うかがい知れない。

墳Eは， 旧地表面上から1.4m程残っていたo 天井石部分以上の盛土は削平されている。墳

丘の断面観察から古墳の構築法を推定すると， まず旧地表面からやや大きめの墓壌を掘り込

む。その後，腰石を据え，石と土とで裏込めを行う。次l乙，腰石上端面までしっかりした裏込

め・版築作業を行い，側壁 3~4 段目までは石積み，裏込め，版築を逐次繰返す。ここで直径
8m程の盛土の基盤が完成する。以降，側壁最上部まで灰茶色の柔らかい土が載っているが，

版築状態は土層では確認できない。乙の段階から化粧盛土とも考えられず，旧状ではかなりの

竹薮であった乙とを考慮に入れるならば，竹の根による撹乱を土層が受けていたのかもしれな

い。仮にそうなら， 確実に版築が残存するのは旧地表面上から約1.0mという乙とになる。天

井石等の上部構造が削平されたために，墳丘の表層も荒され，持送り状を呈する内部構造へも

何らかの影響があったであろう。外国同様，内部崩壊も，自に触れない部分で，早くから進ん

でいたのではないだろうか。

2. 主体部 (第 8・9図，図版 3・4)

当墳の主体部は，単室両袖式の横穴式石室である。石室全長は羨道端部までで5.7mを測り，

主軸はN-700-Wで，西北西l乙開口する。調査当初の予想とは異なり，石室は天井部と南東

隅の奥壁~側壁部分 1/4程を欠いただけで，他は比較的良好に残存していた。玄室の規模を推

定，復原すると， 長さ2.1m，幅1. 6~1. 7mになろうか。玄門側の幅1.55mo奥壁側の幅は不

明だが， 玄門側よりもやや広くなると思われる。全体では， 羽子板状の長方形プランを呈す

る。また， 削平された天井部までは，石積みの残存状況から判断して，少なくとも1.7m以上

はあったであろう。腰右は左側壁に 2枚あり，南東隅を欠く奥壁，右側壁もそれぞれ 2枚， 2 

~3 枚の腰石があったと考えられる。石室掘り方は，長軸で4.7m，短軸は2.8m前後か。奥壁
部では深さ 50~60cmを測る。作業上の安全性が十分に得られなかったため，奥壁方向の墳丘カ
ット，掘り方検出を一部断念した。腰石は，掘り方からさらに10~15m程掘りくぼめられたや

や広めの穴の中に据えられる。支えには小さな塊石を用い，土で念入りにつき固めている。担1]

壁は腰石上端面から塊石を徐々に持送りし，小口積みを行う。掠聞は塊石の小破片で埋められ

るo 玄室内にはかなり石がせり出しているが，天井石という要石を失ったせいで壁面が崩壊し

やすくなっているのであろう。奥壁と玄門楯右の上部石積みは，側壁と比べて幾分大きな塊石

を積んでおり，主軸方向ではかなり堅牢な作りとなっていることがうかがえる。玄室床面は厚

さ2~ 3 cmの肩平な板石が，一部分を除いて全面に敷かれている。北西隅の敷石だけは抜かれ，

床面から20cm程浮いた状態で検出された。盗掘の際に何らかの形で動かされたのであろう。

n
h
U
 

1
ム



........--

その上に椙石を懸け渡して頑丈な作りになってい玄門部では，袖石lと方柱状の大右を据え，

るo 玄円11届60.5cm，玄円高90cmを測る。羨道部を回する仕切り部分には，薄手の板石を低く横

長l乙立て置くだけで，ネ匡右と呼ぶにはあまりにも粗末な感じさえする。

閉塞部分は，羨道方向からちょうど間口大の肩平な板石を，袖石lζ立てかける。それに加え

とれら板石の基部には 3個の塊石をて，僅かな間隙を縦長の板石で二重に塞いでい忍。また，

その上にも石を積み重ねるといった気の配りょうである。先程の仕切り石も，閉塞並べ置き，

石が玄室内部へ倒れ込むのを防ぐような役割があったのかもしれない。ただ，閉塞状況が各々

様相を異にしているととは，数度の追葬等も考えられよう。

天井石 1枚が残る。積石の遺存状玄室同様上面を欠失し，羨道部は長さ3.15m，恒1.0m。

況からみて，天井部までは1.1-1.2m程であろう。敷石は見られないが，床面は悶く締ってい

玄室と比べてやや雑であ忍。最下部には腰石に代わる大きな塊石を据え，る。側壁の構築は，

やはり小板石の破片で充題される。羨道内にその上に石を垂直に平積みする。各々の隙聞は，

1枚の板石があるが，
玄室なり閉塞部から動かされた可能性がζれ以外lζ板石は認められず，

高い。

一層粗雑になる。石を積むというよ羨道部でも端の方，前庭部近くになると石積みも乱れ，

りも，上手に置いただけという表現があてはまる。とれはむしろ，盗掘等による被害を被ったた

盗掘拡を穿たれたためめと考えた方がよいのかもしれない。石積みの上部を欠損するのも，

その破片と思わしきものがか。この付近で出土した須恵器の蜜は，胴体部以下を大きく欠き，

とのあたりから僅かに傾斜周辺に広く散乱していた。玄室，羨道とほぼ平坦であった床面は，

をみせる。また遺物も集中して出土し，祭杷が行われた ζ とを示している。

ほとんどが壱岐特有の玄武岩である。塊石・板石共に灰色古墳の構築に使用された石材は，

で，板状の節理が入る。

遺物出土状況3. (第10・11図，図版 5)

カジヤパ古墳は調査当初から墳丘半壊，頂部削平などで内部に土砂が埋めつくされた状態

かなりの遺物散乱・移動があり，原位置をとどめるものは数少ない。遺

物の出土がみられたのは，墳正上国や西側裾部での表土内，内部主体では玄室部・閉塞部・羨

にあった。そのため，

道・前庭部の各部分からであ石。

玄室部では，土師器杯2点，須恵器長頚壷頭部片，鉄釘 10十α点，鉄鉱(?)が出土した。

土師器杯は，全体の 2/3程を欠失する 1点が玄室内埋土中より出土。もう 1点は 1/3を欠損，

残りは 2つに割れ，床面から10cm程浮いた状態で出土した。また，須恵器長顎壷も澗部以下を

欠損。頭部のみが土師器杯同様，床面10cm上で出土した。鉄釘・鉄鉱は，ほとんど床面直上の

出土である。鉄釘の出土により，木棺が裾えられていたことが判明した。棺材は腐植し， その

庁''
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第8図カジヤパ古墳石室実現1]図① (1/40) 
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痕跡は釘l乙付着した木質によってのみ知られる o 前述した土器の出土状況から察すれば，床面

付近はかなり荒らされていた乙とが推測され，鉄釘，鉄鉱を原位置出土と考えるには無理があ

るo 仮に乙の出土状態で木棺の大きさを復原するなら，長さ約1・4m.幅0・6m前後になりそっ

であるo 鉄鉱は，玄室ほぼ中央部から 1点のみ出土した。乙れも木棺に伴うものなのか判別し

ろう o 本来は 2枚あったが，埋土除去中l乙誤って取り上げてしまったo 早くから盗掘，撹乱を

難いo なお，玄室内の遺物の上に覆いかぶさる板石は，北西隅の敷石をめくり上げたものであ

受けている証左と言える。
その石の上に

玄門の閉塞石部分は，羨道方向から二重の石積みがなされている。鉄万子は，

置かれるようにして出土した。玄室の入口を守る避邪としての役割があったのかもしれないo

羨道部~前庭部にかけては，玄室に近い方から土師器杯身，須恵器蚤，杯蓋. i不身，鉢?

当墳の主軸と同じ一直線上に並べて置かれており，ほぼ原位置を保
の!頃l乙出土した。遺物は，

一部に撹乱が及んでいることは否定できない。また，時期を異にする須恵器の小破片が

っているものと思われる o ただ，須恵、器警が胴体部を欠損し，墳裾に近い須恵、器鉢が半壊する
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(1/20) 羨道部遺物出土状況
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数点、ほど埋土中から出土している。追葬，捜苦L等の影響が考えられる。いずれにしても下部に

までは及ばず，遺物の遺存状態は比較的良好といえる。

この他，半壊した墳正の南崖面から，鉄斧が露出状態でみつかった。出土地点が，墳正盛土

内か玄室埋土内かは不明。崖面の崩壊と共に遺物を紛失する恐れがあって，調査途中に取り上

げた。

4. 出土遺物

(1) 土器

玄室内出土土器 (第12図，図脹 6)

土師器杯(1・ 2) 1は玄室内埋土中から出土した。全体の弘程が残存。口径13.5cm，器高

3.7cmを測る。底部は丸底気味で， 体部下半から経いカーブを描いて上外方に伸びる。口縁部

は指でつまみ出され，端部は丸く仕上る。口縁部内端面は内側へやや傾斜をみせ，若干凹む。

内面には放射状の暗文を施しているのが僅かにわかる。底部外面は未調整で，成形時の指圧痕

が多数残る。底部内面はへラミガキ。ロ縁部は内外面とも横ナデ，外端面にはその際生じた指

擦痕が残る。胎土はほとんど砂粒を含まず，精錬されている。焼成は良好で堅級。色調は澄黄

褐色を呈す。 2は玄室床面から10cm程浮いた状態で出土した。全体の%弱が残存，口径15.6cm

器高5.7cmo 1に比べるとかなり深い器形となる。丸い底部から緩やかにカーブして，すんな

りと口縁部へ続く。口縁部はほぼ直立，ないしはやや外反気味か。端部付近では外へ短い屈曲

も見せる。内端面は内側へ幾分傾斜し，僅かに肥厚する。底部内面中央にはラセン状暗文が，

そとから口縁部にかけては二段放射状暗文が施される。底部外面から体部下半は手持ちへラケ

ズリ。体部上半から口縁部はナデ後へラミガキ。口縁部外端面下はナデ時の指擦痕が明瞭に残

る。内面は全面へラミガキを行う。胎土は精良で砂粒を含まない。焼成は非常に良好で，硬く

焼きしまる。色調は赤樫褐色

を呈す。 1・2共に，このあ

たりではあまりみられない土

師器である。

須恵器長頚壷 (3) 胴部以

下を大きく欠損しているが，

長顎壷の頭部であろう。蹄肩

部が明瞭に張らず，やや丸味

を帯びるタイプと考える。細

くしまった頚基部から口縁部

にかけて，内電気味に大きく

へお
ハ品

。 10cπ1 

第12図玄室内出土土器 (1/3) 
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開く。口縁端部は丸く仕上がる。調整は内外面ともに水引き成形。頚基部では一部lζ指圧痕が

残る。全体l乙歪みがみられる。

羨道部出土土器 (第13図，図版 6)

遺物は羨道端部に並置された状況で出土した一群(1・ 2・3・4・7・8・13・14) と，

羨道部内埋土中から出土したもの(5・6・9・10・11・12) とに分けられる。また， 14のみ

土師器で，その他は全て須恵器である。以下， )唄を追って説明していきたい。

須恵器杯蓋(1"-'6) 1は口径12.4cm，器高3.9c訟を測る。天井部は丸味を帯び，口縁部に

かけてもなだらかなカーブを描いて続く。口縁端部は丸くおさめられる。天井部外面は%程を

回転ヘラケズリし，そ ζ にへラ記号を施す。天井部内面はナデ。口縁部外面から内面にかけて

は水引き痕を残す。胎土は時折砂粒が混ざるものの，全体的には良質な方である。焼成は良好

で堅紙。焼きぶくれが少々ある。 2は口径11.8cm，器高3.9cmを測る。丸味をもっ天井部から

緩やかに口縁部へ移行する。口縁端部では直立気味となり，丸く仕上がる。端部内面は幾分担

厚している。天井部は外面弘以上を雑な回転へラケズリ，その後へラ記号が施される。口縁部

外面から内面は水引き。天井部は淳く作られる。焼成は良好だが，胎土には砂粒が目立つ。 3

は口径11.7cm，器高4.0cmo 天井部は丸く，口縁部へは大きくカーブして伸びる。口縁端部に至

っては内電気味に直下に下る。天井部外面弘程を回転へラケズリ。以下，口縁内外面とも水引

き成形。天井部内面は不整方向のナデ調整を行う。天井部は他の部分と比べて器壁が薄い。焼

成はあまく， 軟質でもろい。 4・5は宝珠つまみをもっ杯葦である。 4は口径9.7cmで，器高

3.1cm。全体に丸味を帯びるが， 天井部中央はつまみ貼付のため若干凹む。口縁端部は丸く仕

上がり，内面にはかえりを有する。かえりは鋭く屈曲するものの，口縁端部より下方へ張り出

す乙とはない。天井部外国の約弘は回転ヘラケズリ。ロ縁部内外面，天井部内面は水引き成形

を行う。焼成は良好，胎土には砂粒が混ざる。作りは粗雑である。 5は弘を欠損。口径9.6cm，

器高3.1cmを測る。 4と同様全体的に丸く， 天井部中央lとやや崩れたつまみがつく。口縁端部

は鈍く，内面には短くつまみ出されたかえりを付す。天井部は外面%程を回転ヘラケズリ。口

縁部外面から内面は全て水引き成形。天井部内面はさらにナデを施す。胎土，焼成共に良好。

6は杯蓋の口縁部片である。天井部を欠くが，その中央に擬宝珠様のつまみを有するタイプで

あろう。器形は肩平に近い。口縁端部は下方へ短く折り曲げられ，先端は鈍い月号状を呈する。

天井部付近はへラケズリ調整か。他は水引きを行う。焼成は良好。

須恵器杯身 (7・9) 7は口径10.7cm，器高4.0cm。丸味をもった底部から内青気味に上方へ

伸び，受部付近でやや外に聞く。受部は短く外上方へ張り出す。立ち上がりは内傾し，端部は

丸い。底休部外面は%程回転ヘラケズリ。受部，立ち上がりは内外面とも水引きで，底部内面

には不整方向のナデが加わる。胎土には大粒の砂粒が混入し，焼成はややあまい。 9は杯身の

高台部分である。直立気味な八字形の低い高台を付すO 内端面が接地する。調整は水引きか。

- 24-



販 -

焼成不良で，胎土・色調共i乙瓦質風である。

須恵器鉢 (8) 乙とでは一応，鉢形の須恵器とした。他にあまり類例を見ないものである。

口径13.6cm， 器高5.2cmを測る。丸い底部から内湾気味に上方へ広がり，口縁部は外に短く屈

曲する。口縁端部は丸くおさまり，内端面は内傾する凹面を呈す。底部をへラ起ζ し後，外縁

辺はナデとへラケズリを併用して調整する。体部外面，口縁部，内体部は全て水引き成形。胎

土には長石の細粒を含むが，比較的精良。色調は灰褐色で，焼成は良好。

須恵器高杯 (10) 高杯の脚部であろう。内外国とも水引き痕が残る。胎土に砂粒を含み，焼

成は堅撤。

調恵器護 (11'" 13) 11は復原口径20.6cmを測る。緩やかに外反した口縁は，端部付近で外に

f子、
3 

人一J

F今s
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二二三三三き長三
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第13図羨道部出土土器 (1/3) 
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折り返され，帯状の太い突帯となる。全国水引き成形で，丸味を帯びた仕上がりである。 12は

復原口径25.6cIDo
口縁部は鋭く屈曲して大きく朝顔形に聞く o 端部は角張り，段をなすo 口縁

内端部は上外方につまみ出され，内側はやや凹む。頭部内面はナデ。それ以外は内外面とも水

引きを行う。口縁部内面には灰かぶりがみられる。胎土・焼成とも良好。 13は口径23・OCIDを測

る。口頭部は大きく外反して開く。頭部にはへラ記号を有す。口縁端部付近では断面三角形の

突帯が巡る。内端部は幾分つまみ上げられ，内面l乙僅かな凹みをみせる。胴部内外面はタタキ

をナデ消し，口頭部は内外面とも水引き成形。胎土には砂粒が混ざるが，焼成は堅紙。

土師器坪 (14) 羨道部で土師器は ζの1点のみである。口径10.6cID，器高3.5cIDを測り，ほ

ほ完形。丸底に近い底部から内雪しつつ緩く立ち上がり，口縁部へと移行する。口縁部はほぼ

直立か，または外反気味。端部は丸くおさまる。体部下半には多数の指圧痕がつく o 口縁部は

ナデか。内外面とも風化が著しい。胎土はきめ細かく良質。焼成は普通か，やや甘い。色調は

楼褐色を呈す。玄室内出土の土師杯と比べれば，粗雑である。

表採土器 (第14・15図，図版 7)

遺物は主に墳丘上面や墳丘西側裾部の表土内から出土した。いずれも須恵器の破片で，器形

の判別できるもの，実測，拓本可能なものは少ない。こ ζ では大形破片のみを取扱った。

1は蜜の頭部から嗣部にかけての破片である o 胴体部は大きく張るものと考えるo 頭部外面

には水引き痕が残る。胴部外面は平行タタキの後カキ目を施す。頭部内面はへラケズリ後，横

lとナデる。胴部内面の青海波は残る。胎土・焼成共に良好。 2は胴部でも上部の部分である。

外面は平行タタキの後，カキ目が入る。内面は上部にナデがあり，以下は青海波。 1と同一個

体になろう o 3・4・5・6も胴部片である。部位不明。 3は外面に細い平行タタキを加え，

その上にカキ目を施す。内面は同心円の当具痕がみられる o 4は外面の平行タタキを一部ナデ

消す。 5も外面平行タタキの後，カキ目を入れるo 内面の同心円は一部ナデられる。 6は外面

タタキ。内面はタタキ目を半スリ消し，カキ目が入る。 7・8は胴部下半の破片であろう。 7

は外面上位に右斜め方向のタタキが，下位には左斜め方向のタタキが施される。内面は同心円

の当具痕をみる o Sは外面平行タタキの後，カキ目。内面は同心円を一部ナデる。 9は平瓶・

提瓶等の胴体部中央付近であろう。外面はカキ目が巡り，内面には水引き痕が残る。断面で見

ると，上部に粘土を充填しているととが判る。 10は胴体底部である。丸い底部から大きく開く

形状を示す。外面は平行タタキを一部ナデ消し，底部付近ではほとんどナデ消される。その後

荒いカキ目を施す。内面は胴部下半まで同心円，底部までは平行タタキ目が重複して残るo 底

部内面はタタキ目を指でナデ，意識的に作り出す。胎土・焼成等 1・2I乙似る。同一個体の可

能性もあろう。
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(2) 鉄器

玄室内出土鉄器 (第16図，図版 8)

鉄釘 (1~23) 欽釘は全部で23点を図示

した。内訳は，頭部が残るもの 8点，頭部

付近が残るもの 3点。頭部と先端部を欠く

もの 8点，先端部が残るもの 4点で完形品

はない。確実な点数は，少なくとも頭部方

向の残存する11十α点となろう。釘の形は

断面方形か長方形を呈し，厚さは 3~ 4 IDIDo 

第15図カジヤバ古墳表採土器② (1/6) 

、， ， 
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第16図玄室内出土鉄器 (1/2) 
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頭部は叩かれて，直角ないし鋭角に曲げられる。

全長の知れる釘はないが，残存するものでは 3~

4 cm台が最も多い。 9・12など 6cm以上を測るも

のもある。釘身のほとんどには木質の付着がみら

れた。ヨコ方向の木目をもつもの，タテ方向の木

目をもつもの，上半部がヨコ方向，下半部がタテ

方向の木目をもつものがある。しかし，釘はそれ

ぞれ上半部・下半部を欠失し，木棺の棺材組合せ

方法を復原するまでには至らなかった。

鉄鉱 (24) 全体の形状を知り得ず，との一点の

み木質が付着していないため鉄鉱とした。鋒先が

丸くなり，細根の長い類か。鋒部は片丸造りで，

茎部は断面方形をなす。片丸造柳葉式と考えられ

る。

閉塞部出土鉄器 (第17図，図版18)

鉄万子身の先端部を欠き，残存長2.5cm。細い

身から関際で最大幅1.4cmとなる。茎部は比較的

残りがよく， 長さ6.4cm。表面には木質が誘着す

る。身部と茎部はほぼ直線的な作りである。

。
第17図閉塞部出土鉄器 (1/2) 

官~

(
間
U

10cm 

その他の鉄器 (第18函，図版 8)

鉄斧鍛造の有袋鉄斧である。全長11.4cm。復原 o 10cm 

刃部幅4.6cmを測る。刃部から5.1cmのところで明 第18図カジヤバ古墳出土鉄器 (1/2) 

瞭な肩がつく。袋部は幅2.8cm，長さ4.5叩の台形

状を呈する。袋部内は僅かに木質が残り鉄片の付

着もみられる。墳E崖面より出土した。
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IV まとめ

カジヤパ古墳を総括すると次のようなことが言える。

道路工事による丘陵切断で墳丘は半壊，石室も南東隅の 1/4程を欠失する。墳正は頂部と裾

部で撹乱が著しく，周溝等を確認するには至らなかったが， およそ径11m前後の円墳となろ

う。また，盛土は腰石上 3~4段目まで版築が良好に残存し，それ以上は締りのないパサパサ

の土となる。竹の根が墳丘中深く張りわたり，土層が乱れたのであろうか。

内部主体は，主軸をN-700-Wにとり，西北西に閉口する単室両袖式の横穴式石室である。

全長5.7m を誤Ijり，玄室では長さ 2.1m，幅1. 6m~1. 7mの長方形プランを呈する。巨石を用い

た大型石室墳の多いとの島では，石も小振りで規模の小さな古墳といえるだろう。石室の構築

は，天井部にかけて塊石をドーム状に持送るタイプで，島内の古墳にほぼ共通する。当墳と似

た石室規模・構造をもつものに，シオユカケ古墳・大原 1号墳・長野古墳(いずれも芦辺町)

などが挙げられる。玄室内には鉄釘が出土し，木棺の安置されていた ζ とが知られた。これま

で石棺が置かれるととはあったが，木棺例は今回が初めてである。もとより，壱岐では正式な

発掘調査の行われていない古墳が多く，今後資料の増加も見込めるであろう。閉塞石，羨道部

は比較的良好に残存している。ただ羨道端部で石積みの乱れが目立ち，盗掘を思わせる。

さて，当古墳の年代的位置付けであるが， ζれについて出土遺物の面から少々検討を加えて

みたい。遺物がまとまって出土したのは，玄室内及び羨道部分である。墳丘上面や周辺の表採

遺物の中には小破片ばかり多く，時期の知れるものは含まれていない。玄室では土師器杯 2点

と須恵器長顎壷が出土した。土師器の杯はいずれも暗文が施され，あまり類を見むものであ

る。九州でも陪文手法は 7世紀代を通じてみられるが，量的に少ないと言われている。 2のi不

の場合，胎土はほとんど砂粒を含まず精製され，焼成も堅紙。底部外面の手持ちへラケズリや

口縁部の丁寧なへラミガキは，在地の土師器とは形態・技法的にも明らかに異なるものであ
(註 3)

る。畿内からの威主である可能性も考えられよう。仮に，西弘海氏の分類吋えば，杯C1 
(註4) 一(註5) (註 6)

類l乙属するものとなる。径高指数は36.5を示し，法量では戒烏 I期と飛鳥E期の中間的形態を

もっ。調整手法からみると，第E期から出現するとされるこ段放射状暗文が施されており，概

ね7世紀前半代に比定できょう。一方， 1の杯は全体に 2ほどの精紋さがみられない。底部は未

調整で指圧痕を残し，外面のへラミガキは省略される。畿内の特徴と一部合致するところはあ

るものの，在地で精密にコピーされた土器かもしれない。今の段階では，畿内系の要素をもっ
(註7)

た在地の土師器としておきたい。西氏の分類では杯CII類となり，径高指数は27。法量的には
(註 9)

飛鳥品〕に相当する O 調整手法では刑期l乙近い酬を呈する。総じて， 7世紀後半代には当

てられそうである。また 3の須恵器長顎査も，ほぼそれと同時期と考えて大差ないだろう。し

かし乙れらのどの遺物が木棺に伴うものなのか，内部を撹乱された状態にある当墳では見当つ

け難い。ともかく，木棺の安置時期は明確でないにしろ，玄室内では一応 7世紀代という年代
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が想定できる。次に羨道部内の遺物についてみてみよう。 14は最も玄室に近い所で出土した土

師器である。形態的に玄室内出土の土師器杯と似ており， とれらを模倣したものと考えられ

る。胎土・焼成・調整法等稚拙で，在地の土器であるととは否めない。玄室内の土器とほぼ期

をーにして置かれたものであろう。それ以外の須志器は，一部の例外を除いて小田富士雄氏編

年のIV・v期におさまりそうである。当墳の初築の時期も，大方との頃にもってとられるだろ

う。 8は須恵器の鉢としたが，あまり例をみない器形である。対馬のコフノ陳遺跡目のもの

おれと類似し，朝鮮半島製の土器として扱われている。また，慶尚南道の金海郡献里古墳

群第49号墳出土遺物の中にも同類のものがある。乙の土器の場合も，形態上の類似性からでは

あるが半島系の可能性を示唆しておきたい。近年の小田氏の詰ヰでは，いずれも 6世紀中~後

半に比定されていることを申し添えるo 他では，やや時期の異なる土器として 6の須恵器杯蓋

と9の杯身高台部等が挙げられる。共l己羨道部内の埋土中から破片として出土した。 8世紀

代でも中~後半頃と思われ，この頃までは追葬後も墓前祭ffrBが行われていたのであろう。以上

の検討から，古墳は 6世紀後半~末頃に築造され， 7世紀代には数度の追葬を経た後， 8世紀

後半頃まで祭杷が残ると考える。

次lこ被葬者の性格であるが，出土遺物も少なく深く言及するととはできないものの，一応の

試みだけは行ってみたい。玄室内から出土した土師器は，前述したように，畿内からの融入品

と考えられるもの，及び，その要素を持つものであった。しかもそれは，多様な器産分化と法
C註13)

量に規格性が認められる「律令的土器様式」の系統を引くものと想定される。とのような土器

が，いつ・どのようにして持ち込まれたかは知る由もないが，恐らく北部九州が畿内勢力iζ凌

駕された段階から少しずつ浸透し始めたであろうととは想像に難くない。ましてや畿内では，
(註14)

「律令官人の儀式， 日常生活のための土器」 ともされるとの土器の融入は，壱岐が律令体制下

におかれたことを示唆する資料とも言えよう。また，周辺には壱岐昌分寺跡・壱岐氏居館跡等

をひかえ， とれらとのかかわりも注目される。最近の研究によれば， r律令的土器様式Jの成

立，撮入の背景には，中央集権化を意図する古代律令国家の地方支配体制が強く反映されてい
(言主1の

るとの指摘もあり，今後の検討課題の 1つである。いずれにしろ，当墳の場合は資料的にも乏

しく，確固たる裏付けを得るには至らなかった。とりあえずは，以上のような考え方もあると

いうことを提示するにとどめておきたい。

これまで，カジヤパ古墳を総括的にみてきたが，壱岐の古墳はまだまだ解明されていない部

分が多い。島内に密集する古墳群の性格や生活領域の問題。内的・外的な移動・交流の問題な

ど枚挙にいとまがない。壱岐の古墳研究は，今やっと端緒についたばかりである。今回の調査

が新たな古墳文化解明の契機となれば幸いである。

最後になったが，調査に際し，発掘に参加していただいた作業員の方々，派遣社会教育主事

の田口唯雄氏に厚く御礼を申し上げたい。また，当墳の遺構・遺物を考察するにあたり，文化

課の藤田和裕氏・宮崎貴夫氏には多大なる御指導・御教示を賜わった。記して謝意を表したい。

- 31ー



註 1 佐l家浩司「奈良時代の須宮、器と土師器←一一旧主主前同を中心としてー←H東アジアの考古と歴史」下，

岡崎敬先生退官記念論集 1987 

2 西 弘海「土師様式の成立とその背景Jr考古学論考」小林行雄博士古稀記念論文集 1982

3 奈良国立文化財I研究所「飛鳥・藤原宮発掘調査報告lLl1978 

4 径高指数ニ(器高一口径)x100 

5 註 3文献と同じ。

6 註3文献と同じ。

7 註 3文献と同じ。

8 註 3文献と同じ0

9 註3文献と同じ。

10 藤田和1t¥1肩『コフノ限遺跡』上対馬町文化財調査報告書 i;fO集 長崎県上対馬町教育委員会1984

11 釜山大学校博物館「金海i種安里古墳群 u釜山大学校博物館遺跡調査報告第 8輯 1985

12 小田富士雄「対馬・北部九州発見の新羅土器Jr古文化談業」第19集 九州古文化研究会 1988

13 註12文献と同じ。

14 林部均「束日本出土の飛鳥・奈良時代の畿内産土師器Jr考古学雑誌』第72巻第1号 1986

15 註14文献と同じ。

追記

丈イb庁記念物課松村恵司氏より，畿内系土師器について貴重な御助言・御指導を賜わりました。

末尾ながら，心より感謝申し上げます。
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V 移築・復原作業

調査の擦に墳丘の盛土や右室に使用された石材等はそのまま利用す{)ことにし，全て通し番

号を記した。

天井石等不足分の石材については別途準備するととになった。また石室の破壊部分について

は復原せずに直長石室部分が見れるようにする ζ とになった。

復原作業は昭和62年 3月23日~昭和62年 3月27日(5日間〉まで実施した。

復原工程 ① 石室および羨道部分を約20cm程と腰石部分を更に掘り下げ，実関図通りに設

置する。同様に両袖石を設置する。(パックホーにて吊り上げる)

周囲に同じ高さに土砂を積み上げ，裏側にコンクリートを流し込み固定させ

る。

@ 石室の破壊部分の奥・側壁側に石柱(長さ 2m)を 2本立てる。その後，奥

・側壁lと割石を図面通りに積み上げる。ある程度積み上げた段階で，墳Eの積

み上げおよびコンクリートで固め0
0

また， 天井石が乗っていた高さまで石材を積み上げ(一部石材補充)，コン

クリートで同める。

③ 同様に羨道部分も積み上げる。

④ 約 2tの玄武岩の天井石を道路下(約 4m程下〕より，クレーン車で吊り上

げ石室の上に乗せる。

⑤ 石室内の棺床面の板状石を敷き詰める。

⑥ その上に墳Eの形状を想定し，土砂を積み上げる。

⑦ 墳正の土をたたいて締め固め石。

以上の工事工程でもって，町教育委員会は建設業者と委託契約を結び、県文化課の指導で実施

した。

その結果， 6 世紀末~7世紀にかけての時期に築造された小規模な円墳の石室構造，閉塞状

況，石室内の棺床面lζ板状石を敷き詰めた状況等が詳細に見学出来る。また，かつて壱!技島全

体で約350基程の古墳が確認されているが，現存する古墳は約250基程で，破壊され少なくなる

現状を考えた場合に，古墳の保存と共に復原することも十分意義があるものと考えられる。
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図版 2

②墳丘断面近景 (酉から)

nxυ
 

っ、υ

寸



「

①墳丘調査前全景 (南から)

②墳丘清掃後全景 (南から)
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④墳丘清掃後の天井石検出状況 (北東から)

⑤石室検出状況 (北から)
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図版 4

h ブ
②玄室北側壁 (南から)

③羨道部閉塞状況 (西から)

句

bA
M
 

-方
パ掘一室一石一④

⑤玄関部
閉塞状況
(東から)

⑥玄室奥壁
(西から)

⑦玄室南側壁
(北から)

-40 



「

①玄室内遺物出土状況 (東から)

当巌基T

LtJ ‘\l~ア 、.. T~. :;'. ~" '~ ， .~~ . 
③羨道部遺物出土状況 (北から)

④閉塞部遺物出土状況 (西から)
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図版 6

3 

①玄室内出土土器 (1/3)

4 

5 

3 6 

10 9 

②羨道部出土土器 (1/3)
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カジヤパ古墳表採土器 (1/3)
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図版 7
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図版 8
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カジヤパ古墳出土鉄器 (1/2)
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図版 9
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カジヤパ古墳移築・復元作業
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図版10
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